
2026年度 愛知県西尾市

国際ワークキャンプ事業

タイ ハジャイ
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到達目標記載項目

① キャンプの目的

② 期間・参加者

③ キャンプ地について

④ 受入団体詳細

⑤ キャンプの活動内容

⑥ 生活環境・持ち物について

⑦ キャンプスケジュール全体/1日（案）
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到達目標

●目的

世界の地域の課題に対し、現地の住民と共に活動する合宿型のボラ
ンティア（国際ワークキャンプ）に、西尾市内の青年を派遣することで、
派遣先国の青年とともに活動しながら交流、切磋琢磨することを通じ、
将来の西尾市を担う豊かな国際感覚を身に着けた青年を育成する。

●目標達成のためのプロセス

・現地の住民と共に、ボランティア活動を行う

・観光では得られない、派遣先国のリアルを体験する

・本派遣を共に経験して、市内に新たな仲間をつくる

・本派遣の価値を最大限高めるため、事前研修及び事後研修を行う

・帰国後、仲間とともに西尾市のためにできることを企画し、実行する

① キャンプの目的
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② 期間・参加者

4

期間：2026年8月26日(水)～9月6日(日)

（12日間）

参加者：団員10名

+西尾市職員1名 + NICE職員1名（★）

（★）・・・仲介団体

特定非営利活動法人NICE（日本国際ワークキャンプセンター）

〒 245-0061 神奈川県横浜市戸塚区汲沢8-3-1
HP：http://www.nice1.gr.jp



③ キャンプ地 –タイ ソンクラ―県 ハジャイ–
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④ 受入団体詳細
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DaLaa代表
Mr. Alex BECHETOILLE

DaLaaスタッフ/現地コーディネーター
Ms. Areerat MANSALUNG



到達目標⑤ キャンプの活動内容
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１） ボランティア活動

コミュニティ内の施設修繕作業、ガーデニング

２） 現地タイ人との交流

活動地の住民も活動に巻き込み、

交流を深め、国際色の友情を育む。

※実際の作業内容は天候やその他現地の

状況により変更となる可能性あり。



到達目標⑤ キャンプの活動内容
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首都ハノイの様子 水上スラム

１) コミュニティ内の施設修繕作業、ガーデニング

●背景



⑤ キャンプの活動内容
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参加者主体で異文化交流の内容を企画

 Japanese day等の企画・実施（日本の食事、ゲーム、伝統衣装の紹介などを
通じて交流）

※写真は過去の西尾市事業（フィリピン・ベトナム・インドネシア）の文化紹介の様子

２）日本・タイの互いの文化紹介プログラム



⑤ キャンプの活動内容
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街中を散策したり、自然が好きな人
は、自然散策、ハイキング、川や湖で
泳いだり、いくつかのオプションがあ
る。内容は現地で決定する。

フリーデー

ボランティアワークのない休みの日。
観光に出かけたりして気持ちを
リフレッシュさせます。



⑥ キャンプ地 -生活環境・宿泊施設・持ち物-
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宿泊施設

 活動地内の施設。
クレイハウス又は小屋。

 寝袋または毛布、枕は各自持参

 インターネットへの接続は、各自のSim
カードで、場所によって可。

食事

 食事は交代当番制で、地元料理を楽し
める。

 滞在中、1度は文化交流の機会として
日本の食事を自炊する機会を設ける。
（活動地のキッチンを利用）

持ち物

 寝袋、洗面用具、常備薬、動きやすい
軽装、水着、サンダル、日焼け止め、
お泊りセット、など。

 活動地の住民や現地参加者にシェア
できるお菓子やお土産なども。

 寄付として苗、DIY器具、古着、靴、お
もちゃ、本、ペン、画材、教材など、子
どもたちにあげたいものがあれば。



⑦ キャンプスケジュール全体（案）
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＊初日にバンコク市内で1泊滞在することを想定したスケジュール（変更の可能性あり）
＊2日目に活動地ハジャイに向かう予定



⑦ キャンプスケジュール 1日（案）
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一日のスケジュール（仮）

＊現地の状況や天候・スケジュールにより変更の可能性あり
＊シャワー（水浴び）や洗濯は空いてる時間に。

項目時間

起床07:30

朝食08:00

ボランティアワーク
もしくは準備

09:00

昼休憩11:30

ボランティアワーク13:30

休憩、買い出し16:30

夕食19:00

振り返り20:00

フリー20:30



最後に
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派遣団員は帰国後も市の多文化共生・国際交流の取組に協力したり、イベントを企画し
たり、西尾市のために自分たちができることを実践しています。

（下の写真はR7インドネシア派遣団の皆さん）

ワークキャンプ最大のギフトは・・・かけがえなのない仲間との出会い

今回一緒に参加する派遣団員だけでなく、これまでの第１期から第４期までの派遣
団員とのつながりもあります。新しい仲間をお待ちしています！


